
 
連載 明橋大二先生の 
子育てハッピーコラム⑱ 
＜本紙 3 面＞ 

 

今号のテーマ 

「親と子は二人三脚」 

 

こどもがひとりの人間として尊重される社会をめざし、鑑賞とあそびを通して、生きる知恵と力を育てます。 
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次の「ニュースレター」は 11月 1 日発行です。市内近隣センター、図書館、公民館などにおいてあります 

特定非営利活動法人 
NPO こどもすぺーす柏 

277-0005 柏市柏 1-7-1-301 

パレット柏内 

080-3738-8451 

info.kodomospace@gmail.com 

 

http://kodomospace.sblo.jp/ 

柏まつり 子どものお店 

松元ヒロソロライブ 

実行委員募集 

ライブを盛り上げましょう 

実行委員会 

月 1回 

平日 18:00～ 

パレット柏 



ポップアップカードづくり 

  ８月２日（水）10:00～12:00 

中央公民館 創作室 

（柏市 夏休み子ども教室 

『ポップアップカード deデコっちゃおう！』） 

 

1年生〜6年生の 20名が集まりました。誰もが集

中して作品を仕上げていました。 

 

私たちは、今回の夏休み子ども教室のように子ども

の表現する事、表現する場を必要と思い提供してい

ます。 

自分の発想からはじまり、想像力で膨らませ、集中

力と創造力で仕上げていくこと。 

仕上がった作品は、鑑賞し合います。お互いの作品

を通して、その人を認め合うことができます。 

他者を認

め自分も

認める。

そういう

ココロを

育んでい

きます。 

 

今秋、パレット柏との共催で「世界でひとつだけの

絵本づくり」を企画しています。 

3 回の連続講座で時間をかけてオリジナルの絵本

を作ります。カード作りよりもさらに個性を表現で

きる場にしたいと考えています。出来上がった子ど

もたちの絵本はパレット柏内で展示もされます。 

 

松元ヒロソロライブ 

 

笑う門には…ヒロさん来たる 

 

 こどもすぺーすでは、今年もスタンダップ・コメ

ディの奇才・松元ヒロさんを、柏にお呼びすること

にしました。 

 時の政治家や話題の「人物」になりきっての「一

人コント」で世相を切り裂き、笑いのめす。ヒロさ

んは、そんな硬派な話芸に挑戦しているホンモノの

芸人です。

幸か丌幸か、

テレビから

はあまりお

呼びがかか

りませんが、

ラジオや舞

台で活躍。昨年は、大好評のネタのひとつ、「憲法

くん」を絵本として出版（作・松元ヒロ、絵・武田

美穂、講談社）もしています。 

 

 そのヒロさんをお呼びして今年もクリスタルホ

ールを満杯にしよう！ と実行委員会が動き始め

ています。チラシは既に完成・配布を開始。チケッ

トも販売を開始しました。委員はこどもすぺーすの

役員・会員に加えて、これぞと見込んでお声がけし

た各種の団体等で活躍されている方々の混成部隊。

外部からより自由で多彩な力を委員会に呼び込み、

公演の成功に一丸となっています。 

 

 昨年の公演をご覧になった方から、「日頃笑う機

会が尐なくなる中で、大いに笑い、楽しませてもら

いました。尐し寿命が延びたかな？」と、嬉しい感

想を頂きました。本当に、そう。難しい世の中でも、

笑いは大切。笑って、気持ちを楽にして。そして、

子どもたちのこと、私たちの暮しのこと、日本のミ

ライのこともちょっぴり、考えましょうか。 

 ヒロさん、今年もよろしく。 

 みなさま、10月 13日の金曜日（お日柄もよろ

しいようで…）19時、アミュゼ柏クリスタルホー

ルでお待ちしております！ 

 

ステップアップ学習会 

今年度も柏市立第三小学校で協力 

 

「放課後子ども教室ステップアップ学習会」は子ど

もの学ぶ意欲を育てることが目的で、全小中学校に

図書館指導員を配置したことと並び、柏市の子ども

施策の目玉とも言える事業です。私どもNPOこど

もすぺーす柏は今年度も第三小学校でお手伝いし

ています。今年度は今まで行って来た（４面へ） 
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親と子は二人三脚 

～子どものペースに合わせると、 

         案外速く進みます 

メールマガジン『明橋大二先生の 親子でホッとす

る子育て教室』より 

 

朝から晩まで子どもを見ていると、ついつい

せかしたり、口うるさく言ったりしてしまうこ

とがあります。 

 どうしたら、もう尐し、待てるようになるで

しょうか。 

 

 私は、大人と子どもの関係というのは、二人

三脚みたいなものだと思っています。よく、結

婚式のスピーチで、「夫婦というものは二人三

脚だ」と言いますが、私は、大人と子どもの関

係のほうが、適した例えではないかと思ってい

ます。 

 

 二人三脚というのは、一方が焦って速く走ろ

うとしても、もう一方のペースに合わせなけれ

ば、前へ進みません。相手のペースを無視して

速く走ろうとすると、結局、こちらも倒れるだ

けです。 

 

 そういう時に、ちゃんと前に進むためにはど

うしたらいいかというと、 

「もっと速く走りなさい！」 

「どうしてもっと速く走れないの！」 

と相手を叱咤激励することではなくて、相手の

ペースをよく見極めて、それにこちらが合わせ

ることです。 

 こちらがペースをいったん落として、二人の

呼吸が合ってくると、案外速く進みます。 
  

 
子どもも同じで、宿題などでも、 

「ちゃんとやったの？」 

「どうしてやらないの？」 

「どうして、やったってウソをつくの？」 

「いつやるの？」 

などと、尋問みたいに問い詰めては、たとえや

る気があったとしても、間違いなくやる気をな

くさせてしまいます。 

 

 宿題のことは、すでに学校で言われているの

ですから、家では何度もくどくど言わない。学

校で注意されたり、友達がやってくるのを見た

りするうちに、本人なりに自覚して、やるよう

になります。 

 

 その時に、「ちゃんとやってるじゃない」と

認めて、つまずいているところがあれば、一緒

に考える、そのほうが、本人もやる気が出るの

ではないでしょうか。 

 

■プロフィール 

明橋 大二（あけはし だいじ） 

心療内科医、真生会富山病院心療内科部長、児童

相談所嘱託医。著書『なぜ生きる』（共著）『みん

な輝ける子に』『子育てハッピーアドバイス』ほ

か多数。子どもの権利条約に基づき、子ども支援

の様々な活動・啓発を行う NPO法人「子どもの

権利支援センターぱれっと」理事長としても活躍

なさっています。 

7 月には『0～３歳の これで安心 子育てハッピ

ーアドバイス』 

（1 万年堂出版発

行）が出ました。3

歳までに最も大切

な、心の子育て決定

版です。

子育てハッピーコラム⑱ 
 

明橋大二先生の 
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（2 面より） 

３年生に加

え、初めて 2

年生も対象

になりまし

た。各学年 2

クラス。 

一つのクラ

ス 15 名から 19 名の子どもたちに対し、私たち学

習アドバイザーが 3名から 4名で、毎週木曜日の放

課後の１時間、一緒に勉強をしています。 

最初に必ず行う 50 マス計算（2 年生は足し算引き

算、3年生は掛け算）ではタイムを計ってあげます。

みんな自分の記録を更新しようとゲーム感覚もあり、

大変な集中力を見せてくれます。その後、宿題やプ

リント、各自が持参した課題に取り組むとあっとい

う間に 1 時間が経ってしまい、「わー、お迎えのお

うちの方を待たせちゃう、帰りの支度急げ―！」と

いう感じです。授業はなかなか集中しにくい子も、

わからないときは一緒に考えたり、励ましたりする

ことで頑張ることができるようです。 

私たちは子どもたちに「勉強って楽しいんだ」と思

ってくれることを目標としています。 

意欲の根底は“自分の事を大切に思えること”です。

学力向上には一見遠回りに見えるかもしれませんが、

否定的な言葉を使わず自己肯定感を育むことが大切

です。 

1 学期最後のステップアップの日、また 2 学期ね、

と話すと、「えー、夏休みもステップアップやりたー

い」と言ってくれる子どもたち。また 9月に会うの

が楽しみです。 

 

キャンプに行ってきました 
ふれあいキャンプ 2017 

８月 25日（金）26日（土）27日（日） 

あしがくぼ

キャンプ場

（秩父） 

 

キャンプに

行ってきま

した。 

参加者 54 人、子どもから大人まで一つの大きな家

族となり、7 月 23 日の事前交流会で料理のメニュ

ーと担当、あそび、部屋割りなどを決めました。 

今年のキャンプは天気にも恵まれ、川遊び、肝試し、

キャンプファイヤーなどであそび、草木染にも挑戦

しました。 

思いでいっぱいのキャンプを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏まつり 子どものお店 

7月 29・ 30日（土・日）13:00～20:00 

柏駅東口 イト―ヨーカドー裏、タワーマンション近く 

 

それまでの暑さはどこへやら、この２日間は今まで

にないほどの過ごしやすい日でした。 

いつもならあまりの猛暑に誰も歩いていないような

１時・２時からたくさんのお客様に来ていただきま

した。この売上は、おやこ舞台鑑賞会やデイキャン

プ・おはなし会など、会の活動を通して子どもたち

のために使わせていただきます。 

これも恒例となった柏市社会福祉協議会「夏ボラ」

を通じてのボランティア参加の子どもたちも活躍し

てくれました。中学生が中心ですが、高校生・社会

人になっても参加してくれる子たちもいて、子ども

たちとの関わりを楽しんでもらえているんだなと嬉

しくなりました。 

テント・商品の仕分け場所を貸していただいた青木

建設株式会社様、トラックを貸して下さったムラヤ

マ塗装様はじめご協力いただいた皆様、ありがとう

ございました。 

去年の様子 

キャンプファイヤー若者の出し物「組体操」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
度
は
私
の
番
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
私
は
四
人
の

孫
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
二
人
の
子
ど
も
に
二
人
ず
つ
。 

 

こ
の
夏
、
初
め
て
息
子
の
と
こ
ろ
の
孫
た
ち
が
二
人

で
泊
ま
り
に
来
ま
し
た
。
上
の
女
の
子
が
二
年
生
。
下

の
男
の
子
は
年
尐
さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
夜
中
に
マ
マ
～
と

何
度
も
目
を
覚
ま
す
子
で
す
。
私
は
、
も
ち
ろ
ん
来
て

も
ら
い
た
い
け
れ
ど
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
ま
で
も
と
迷

い
ま
し
た
が
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
の

マ
マ
や
本
人
の
決
断
の
も
と
決
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
な
ら
ば
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
な
く
て

は
と
、
来
た
日
は
手
賀
の
丘
公
園
と
手
賀
沼
親
水
公
園

の
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
。
夜
は
大
好
物
の
鳥
の
か
ら
揚
げ
、

そ
し
て
花
火
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の
献
身
的
な
お
世
話
も
あ

り
、
泣
く
こ
と
も
な
く
無
事
に
朝
。
帰
り
は
二
人
の
望

み
で
柏
か
ら
品
川
ま
で
グ
リ
ー
ン
車
に
乗
り
、
川
崎
ま

で
送
り
届
け
ま
し
た
。
二
階
建
て
グ
リ
ー
ン
車
は
私
も

初
め
て
で
、
三
人
で
大
興
奮
。
家
で
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

や
恒
例
の
坊
主
め
く
り
。
み
な
さ
ん
は
「
坊
主
め
く
り
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
我
が
家
は
ど
の
子
も
悔
し
い

思
い
を
し
て
泣
く
と
い
う
経
験
を
経
て
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
多
分
私
も
祖
父
母
の
家
で
そ
う
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

孫
た
ち
と
楽
し
ん
だ
翌
日
か
ら
私
は
、
会
の
「
ふ
れ

あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
へ
。
二
泊
三
日
、
五
三
名
の
参
加
者

と
大
き
な
家
族
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
は
私
を 

い
つ
も
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

夏
休
み
も
あ
と
尐
し
で
終
わ
り
ま
す
。
教
室
に
来
る
子
ど
も

た
ち
に
も
、
宿
題
終
わ
っ
た
？ 

っ
て
聞
い
て
い
ま
す
。
い

つ
の
時
代
も
自
由
研
究
と
絵
、
読
書
感
想
文
が
ま
だ
、
と
い

う
子
が
多
い
で
す
ね
。 

最
近
、
夏
休
み
の
宿
題
は
減
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
所
へ
行
く
、
家
族
旅
行
、
お
祭
り
、
プ
ー
ル
の

よ
う
で
す
。
あ
ま
り
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
か
な
。 

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
暇
で
暇
で
何
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
日
も
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
今
の
子
は
毎
日
な

に
や
ら
忙
し
そ
う
で
す
。 

読
書
感
想
文
と
い
え
ば
、
私
は
、
課
題
図
書
を
子
ど
も
に
買

い
不
え
た
事
が
な
く
、
感
想
文
は
家
に
あ
る
子
ど
も
の
好
き

な
本
で
し
た
。
二
、
三
年
続
き
で
同
じ
本
の
時
も
あ
り
、
三

歳
違
い
の
姉
妹
で
同
じ
本
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。 

好
き
な
本
だ
か
ら
と
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
感
想
文
が
書
け
る

か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
く
、
宿
題
の
中
で
も
大
変
だ
っ
た

よ
う
で
し
た
。
今
は
本
屋
さ
ん
に
行
け
ば
課
題
図
書
が
山
積

み
に
な
っ
て
い
て
、
ご
丁
寧
に
感
想
文
の
書
き
方
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
本
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

小
学
生
の
と
き
、
夏
休
み
に
入
る
前
に
一
日
の
生
活
を
円
グ

ラ
フ
に
書
く
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
六
時
起
床
、
ラ
ジ
オ
体

操
、
玄
関
掃
除
、
朝
ご
は
ん
の
お
手
伝
い
…
も
ち
ろ
ん
出
来

た
の
は
一
日
く
ら
い
で
し
た
。 

計
画
だ
け
は
真
面
目
に
考
え
て
い
た
の
は
、
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
編
集
長 

辻
千
也
子
） 

Cha Cha Cha 

理
事
長
の
徒
然 

井
野
口
典
子 

今
年
も
大
好
き
な
夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な

ぜ
こ
ん
な
に
夏
が
好
き
な
の
で
し
ょ
う
。
開
放
的
な
と

こ
ろ
が
性
に
合
う
か
ら
。
昼
が
長
い
か
ら
。
理
由
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
夏
に
は
楽
し
い
思
い
出
が
詰
ま

っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

私
と
一
才
違
い
の
姉
は
、
毎
年
夏
休
み
に
な
る
の
を

待
っ
て
祖
父
母
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
祖
父
母
の
家
は

海
に
近
く
、
近
所
に
は
年
の
近
い
従
妹
姉
弟
も
住
ん
で

い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
楽
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。 

特
に
思
い
出
す
の
は
、
あ
る
日
、
祖
母
や
従
妹
た
ち

と
海
で
遊
ん
で
帰
っ
て
く
る
と
、
祖
父
が
「
お
風
呂
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
来
な
さ
い
」
と
言
う
の
で
す
。
五

十
年
以
上
も
昔
の
こ
と
で
す
し
、
祖
父
母
の
家
の
お
風

呂
に
は
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
な
い
の
で
す
。
祖
父
は
私
た
ち

を
喜
ば
せ
よ
う
と
、
私
た
ち
が
海
に
行
っ
て
い
る
間
に

台
所
と
お
風
呂
の
間
の
漆
喰
の
壁
に
穴
を
あ
け
、
湯
沸

か
し
器
か
ら
ホ
ー
ス
を
繋
ぎ
先
端
に
じ
ょ
う
ろ
の
先
を

付
け
壁
に
括
り
付
け
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
小
一
時
間
は
遊
ん
で
い
た
と
思
い
ま

す
。
台
所
の
十
セ
ン
チ
も
あ
る
丌
格
好
な
穴
を
見
て
、

子
ど
も
な
が
ら
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
こ
ん
な
こ
と
し
て

怒
ら
れ
な
い
か
な
」
と
尐
し
心
配
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
孫
の
た
め
な
ら
な
ん
で
も
し
ち
ゃ

う
ん
だ
か
ら
…
」
と
祖
母
が
母
た
ち
と
笑
っ
て
い
た
様

子
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 
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★会員になる 会の活動に参加する、子どものための活動を行う 

正会員 入会金 1,000 円 月会費 1,500 円 （家族会員は年会費 500 円） 

★賛助会員になる 会を資金で支える  

個人一口 3,000 円／年 法人一口 10,000 円／年 

★柏市民公益活動促進基金（柏・愛らぶ基金）に寄附する 

税負担が軽減されます（2016 年度中のご支援は 85,000 円になりました） 

 

 

 
記載されているすべてのイベント・内容については、事務所までお問い合わせ・お申込みください。 

または会のブログ http://kodomospace.sblo.jp/ をご覧ください。 

《こどもすぺーす これからの予定》 
今後の鑑賞会の予定 

 

★松元ヒロソロライブ 

10 月 13 日（金）19:00 開演 

アミュゼ柏クリスタルホール 

一般 2,300 円 当日 2,800 円 

中高生 1000 円 当日 1,300 円 

 

★おやこ舞台鑑賞会 No.66 

「3 びきのこぶた」 
（人形劇団ひとみ座） 

2018 年 2 月 25 日（日） 

アミュゼ柏１F プラザ 

 

お問合せ・お申込み 

（特）NPO こどもすぺーす柏

080-3738-8451 

【皆様のご協力を】 

振込先：郵便振替 00160-3-684258 

 

6_Vol.72 （特）NPO こどもすぺーす柏 ニュースレター 

秋のデイキャンプ 
 

手賀の丘公園キャンプ場 

日程未定（11 月頃） 

（決まり次第、ブログ・Facebook

ページ等でお知らせします） 

 

 

お問合せ・お申込み 

（特）NPO こどもすぺーす柏 

月

月 火 水 木 金 土 日

　おやこ舞

台鑑賞会

　理事会 　鑑賞部会 　おはなし

会　子育て支
援部会

　

　

　敬老の

日　ヒロ実行
委員会

　 　秋分の

日

　キャンプ

事後交流会

　理事会 　印刷作

業日・会費受
付日

月

月 火 水 木 金 土 日

　ヒロ実行

委員会

　おはなし

会　子育て支
援部会

　

　体育の日 　鑑賞部

会

　理事会 　松元ヒロ

ソロライブ

　

　理事会 　

　印刷作

業日

　会費受

付日

は事務所は開いていません


